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市民協働課　 （25）8526

基礎情報（H29.1 月現在）
区・自治会名：馬場区
世 帯 数：５５世帯
高齢化率：３５．５％

　今回は、昨年 11 月に馬場区（安曇川地域）で開催
された集落座談会のようすについて紹介します。
　集落座談会には、14 人の区民の方が参加され、
市職員から馬場区の人口推計や地域課題について
説明を受け、「最近、馬場区で気になっている３
つの話題について」と題して３グループで話し合
いが進められました。
　３つの話題は「①高齢者の健康や生きがいにつ
いて」、「②地域の居場所づくりについて」、「③自
治会業務の負担軽減について」でした。
　①のテーマについて話し合われたグループで
は、「サロンに集まる高齢者自身が運営者側にな

り、それが健康や生きがいづくりになるように進
める必要がある。」
　②をテーマに話し合われたグループでは、「認
知症になっても集える居場所づくりをしていきた
い。」
　③をテーマに話し合われたグループでは、「今
日だけでなく、もっともっと検討を進めて区の運
営について良い筋道を見つけていきたい」などの
意見が出されていました。
　みんなの居場所がある区、持続可能な区づくり
について、多くの意見や思いが語られ、有意義な
意見交換をされていました。
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市
内
の
中
学
校
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
一
環
と
し
て
、
職
場
体
験
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
体
験
を
通
し
て
、

働
く
大
人
の
生
き
ざ
ま
に
ふ
れ
、
進
路
を

選
択
す
る
力
や
、
将
来
社
会
人
と
し
て
自

立
す
る
力
を
育
み
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
の
べ
１
７
９
の
事
業
所

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
子
ど

も
を
地
域
で
育
て
る
た
め
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

職
場
体
験
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

◆
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
展
示

　
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
に
は
「
子
ど
も
虐
待

防
止
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
11
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
市

役
所
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
に
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
ツ
リ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
来
庁
の
際
に

は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

や
リ
ボ
ン
を
飾
り
つ
け
て
い
た
だ
き
、
オ

レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
の
完
成
に
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

～
生
徒
か
ら
は
～

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報
や
相
談
対
応
件
数
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
16
年
度
か
ら
児
童
虐

待
防
止
法
の
施
行
月
で
あ
る
11
月
を
「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
社
会

的
注
意
喚
起
を
図
る
た
め
、『
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』
と
し
て
、
全
国
的
に
広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
の
皆
さ
ん
が
、
す
ご
く
忙
し
い

中
で
も
、
お
客
さ
ん
を
気
遣
っ
て
き
び
き

び
働
い
て
い
る
姿
を
見
て
、
尊
敬
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
忙
し
い
中
で
も
、
仕
事
を
て

い
ね
い
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
、「
人
の

こ
と
を
気
遣
っ
て
行
動
す
る
こ
と
」
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、「
次
は
何

を
し
た
ら
い
い
で
す
か
。」
と
た
ず
ね
る

こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
も
ら
い
、
も
っ

と
積
極
性
を
持
ち
、
気
配
り
が
で
き
る
人

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て「
当

た
り
前
」
に
受
け
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
に
、

も
っ
と
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

子
ど
も
家
庭
相
談
課

　
（
２
５
）
８
５
１
７

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
、
ま
ず
相
談
を

～
保
護
者
か
ら
は
～

　
あ
い
さ
つ
や
礼
、
他
人
と
の
接
し
方
等

を
学
べ
た
と
思
い
ま
す
。
働
く
こ
と
の
大

変
さ
や
楽
し
さ
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

～
事
業
所
か
ら
は
～

　
最
初
は
緊
張
の
た
め
か
、元
気
が
な
く
、

声
も
小
さ
く
感
じ
ま
し
た
が
、
日
が
経
つ

に
つ
れ
、
自
ら
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
自
分
か
ら
質
問
を
す
る

よ
う
に
な
り
、
指
示
し
な
く
て
も
、
積
極

的
に
動
い
て
く
れ
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。

　
今
年
は
４
人
の
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
を
迎
え
ま
し
た
。

※
担
当
校
は
次
の
通
り
で
す
。

【
カ
ナ
ダ
出
身
】

　
マ
キ
ノ
中　

コ
ー
ト
ニ
ー
・

　
　
ス
コ
ッ
ト
先
生

よ
う
こ
そ
高
島
へ
！

【
イ
ギ
リ
ス
出
身
】

　
湖
西
中　

ア
ラ
ス
デ
ア
・

　
　

  

ク
ロ
ス 

先
生

【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
身
】

今
津
東
小
・
今
津
北
小

シ
ン
ヨ
ン
・
テ
ン 

先
生

【
ア
メ
リ
カ
出
身
】

　
安
曇
小
・
青
柳
小

テ
レ
サ
・

ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
先
生

学
校
教
育
課
　
（
３
２
）
４
４
７
１

子育て講座
　　「からだのおはなし～乳児期からの性教育～」

講師：山本　絹枝氏
（ママサロン Silks 主宰）
参加費：無料
託児：未就学児に限り５人まで
※詳細はお問い合わせください。

たかしま結びと育ちの応援団
　 （33）7758

日時：11月 25日（土）
　　　　10 時 30 分～ 12 時
場所：安曇川公民館　
内容：わが子が性犯罪に巻き

込まれたり、加害者にさせ
ないために「性教育は 9 歳
までに」を提唱。すぐに実
践できる具体例などをお話
しいただきます。

　

台
湾
は
日
本
か
ら
数
時
間
で
行
く

こ
と
が
で
き
、
手
軽
な
海
外
旅
行
先

と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
が
、
実
は

平
成
28
年
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、

滋
賀
県
で
宿
泊
す
る
外
国
人
で
最
も

多
い
国
も
台
湾
で
、
全
体
の
30
％
を

占
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
お
金
に

余
裕
が
あ
る
人
々
を
中
心
に
日
本
へ

の
リ
ピ
ー
ト
率
も
高
い
こ
と
か
ら
、

平
成
27
年
度
よ
り
台
北
国
際
旅
行
博

に
出
展
す
る
と
と
も
に
、
台
湾
か
ら

の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
（
誘
客
促
進
の

た
め
、
旅
行
事
業
者
等
に
現
地
を
視

察
し
て
も
ら
う
ツ
ア
ー
）
も
積
極
的

に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
９
月
に
は
、
私
も
台
湾
に
出

向
き
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
予

定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
台
風
接
近

に
伴
い
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
代

わ
り
に
商
工
観
光
部
の
職
員
が
台
湾

に
出
向
き
、
旅
行
事
業
者
へ
営
業
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

以
前
か
ら
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
で
関
係

が
あ
り
ま
す
中
華
大
学
観
光
学
院
を

伺
い
、
学
院
内
に
設
立
さ
れ
ま
し
た

「
久
華
旅
行
社
」
の
設
立
記
念
式
典

に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
地
に
出
向
い
た
職
員
に
よ
り
ま

す
と
、
有
名
な
彦
根
城
が
所
在
し
ま

す
湖
東
や
大
津
市
に
比
べ
、
高
島
市

は
認
知
度
が
低
い
も
の
の
、
こ
れ
ま

で
の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
な
ど
で
関
わ

り
が
あ
り
ま
す
旅
行
事
業
者
に
は
、

一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

な
か
で
も
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
道
と

白
鬚
神
社
は
反
応
が
大
き
か
っ
た
と

報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ま
だ
ま

だ
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
が
十

分
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
同

時
に
宿
泊
施
設
の
整
備
や
多
言
語
へ

の
対
応
な
ど
受
け
入
れ
環
境
の
整
備

も
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

台
湾
か
ら
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
に
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健康推進課　 （２５）８０７８
（２５）５６７８
kenko@city.takashima.lg.jp

地域包括支援課
（地域包括支援センター）

（25）8150
（25）5490

※お二人ともどんな生活を送りたいか、目標を持って教
室に参加されたことで、体の状態や生活によい効果が現
れています。

日時　５月 17 日水　13時 30分
　　　　　　　　　～ 16時 30分
場所　安曇川保健センター
内容　情報交換
　　　学習会「認知症という病気
　　　　～知ることから始めましょう～」
　　　講師　琵琶湖病院　医師　松田桜子氏
申込締切　５月16日火　

家族介護教室

　高齢になっても「生きがいを持ち役割を果たしていき
いきと生活したい」と、誰もが願うことです。介護サー
ビス事業所をはじめ、ＮＰＯやボランティア、地域の皆
さんにも参加してもらい、地域全体で高齢者を支える取
り組みをすすめていきましょう。

内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
1 件
0 件
0 件
1 件

件　数
17 件
34 件

170 件
27 件
件　数

0 件
0 件
0 件
2 件

累計（1月～）
9 件
3 件
0 件

13 件
累計（1月～）

151 件
318 件

1532 件
256 件
累計（1月～）

0 件
12 件
4 件

18 件

件　数
　８５件
　　２人
１１９人

件　数
　１１件
　１９件
　　２件
　２５件
　１１件
　１７件

前年比
　　　+20 件

+　2 人
+27 人

（平成 29 年９月末現在） （平成 29 年９月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

９月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）

今　津（今津支所車庫付近）

朽　木（朽木支所前駐車場）

安曇川（安曇川支所南側駐車場）

高　島（高島支所東駐車場）

新　旭（市役所北側玄関前）

０．０６８μ Sv/h 

０．０３５μ Sv/h

０．０７０μ Sv/h

０．０４４μ Sv/h

０．０５５μ Sv/h

０．０８８μ Sv/h

0.065

0.055

0.068

0.047

0.055

0.095

前月平均値

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h
※測定地点は他に24か所あります。測定結果は、
市のホームページをご覧ください。
※通常の値はおおむね 0.2 μ Sv/h 以下です。

※概数

高島市民病院　 （36）0220（代）

市川正春医師が
滋賀県救急医療功労者知事表彰を受賞
　９月 12 日、滋賀県庁で行われた「救急医療功労者
表彰式」において、市川正春脳神経外科科長が、滋賀
県救急医療功労者知事表
彰を受けました。
　市川医師は今回、多年
にわたり地域の救急医療
の確保、救急医療対策推
進に携わった貢献が非常
に高いことでの受賞とな
りました。

予約方法
お電話にて予約してください。
または①番窓口でも予約可能です。
ご希望の日時をお伝えください。

　高島市民病院で予防接種を希望される
方は事前に予約をお願いしております。

予防接種　予約専用電話
（３６）２２９９
予約受付期間
12 月 19日（火）まで
時間：14時～ 16時（土日祝は除く）

接種期間
12 月 20日（水）まで
整理券配布：13 時～
受 付 時 間 ：13 時 15 分～
接 種 時 間 ：13 時 30 分～

・健康手帳（接種証明のシールを貼るため）
・健康保険証、免許証など住所がわかるもの

接種場所

お持ちいただくもの

健診棟２階　健診センター

市川医師　　　　　髙山病院長

インフルエンザ予防接種予約受付中です
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月 日（曜日） 会場

11 月

12 日（日） 今津保健センター
15 日（水） 安曇川保健センター
27 日（月） 安曇川保健センター
28 日（火） マキノ保健センター

12 月

１日（金） 新旭体育館・武道館
４日（月） 安曇川保健センター
８日（金） 高島保健センター

10 日（日） 今津保健センター

日程 会場 受付時間
11 月
10日
（金）

安曇川公民館 10 時
～ 11 時 30 分

高島市民病院 13 時 30 分
～ 15 時 30 分

①

②

も
う
今
年
の
健
診
は

けけ
まま
したたた
かかか
？

も
う

け
受

　
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
、
将
来
の
病

気
の
リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
に
な
り
、
病

気
の
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
自
分
自
身
の
健
康
管
理
の
た

め
に
、
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　
集
団
健
診
の
最
終
日
程
は
、
12
月
10

日
（
日
）、
医
療
機
関
の
受
診
期
限
は
、

１
月
31
日
（
水
）
で
す
。

　
今
年
の
集
団
健
診
も
残
す
と
こ
ろ
数

回
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
集
団

で
の
健
診
が
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
定
員
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

食の健康教室
「見えない油にご注意を」
日時：11月19日（日）
　　　　　10 時～　
内容：脂質異常症予防
についての学習・調理
実習
場所：安曇川公民館
参加費：２００円
※詳細はお問い合わせください

高
齢
者
の
人
権
を
守
る

～
高
齢
者
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
～

高
齢
者
の
人
権
を
守
る

～
高
齢
者
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
～

高
齢
者
の
人
権
を
守
る

～
高
齢
者
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
～

　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
し
た
い
…
」
そ
れ
は
誰
も
が
願

う
こ
と
で
す
。
市
で
は
、
虐
待
を
未

然
に
防
止
し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

家
庭
や
地
域
で
の
生
活
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
医
療
・
福
祉
・
介
護
関
係
者
向
け

研
修
会　

　
在
宅
や
施
設
な
ど
で
働
く
職
員
の

方
を
対
象
に
、
虐
待
防
止
の
た
め
に

必
要
な
こ
と
、
ま
た
、
日
々
の
介
護

に
つ
い
て
振
り
返
り
、
職
員
一
人
一

人
が
介
護
を
す
る
う
え
で
大
切
な
こ

と
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

②
一
般
市
民
向
け
研
修
会

　
誰
も
が
高
齢
と
な
っ
た
時
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
住
民
同

士
の
支
え
や
見
守
り
、気
づ
き
な
ど
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
何
が
で
き
る

か
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

家族介護教室
日時：11 月 27 日（ 月 ）　
　　　　11 時～　情報交換
　　　　13 時～　学習会
内容：介護で感じた家族の絆について
講師：小宮　俊昭さん

（認知症の人と家族の会）
場所：安曇川公民館
※詳細はお問い合わせください

ケアメン（男性介護者）の会
男性介護者の皆さんぜひご参
加ください。
日時：11 月 15 日（ 水 ）　
　　　　13 時～ 15 時
内容：排泄ケアについて
講師：中村　真理 さん

（オムツフィッター）
場所：観光物産プラザ
※詳細はお問い合わせください

受付時間は９時～ 10 時 30 分

　全血献血を実施します。対象は 16 歳～
69 歳（初めての方は 64 歳まで）の方です。
　なお、服薬中、妊娠中の方など献血をご遠
慮していただくことがあります。詳しくはお
問い合わせください。　

滋賀県健康づくりキャラクター
ハグ＆クミ

健診日程表
献血にご協力ください
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　広報誌へのご感想や作品をお寄
せいただいた方で、「抽選参加有」
の方の中から、抽選で下記のプレ
ゼント引換券をお送りします。
当選者の発表はプレゼント等の発送
をもってかえさせていただきます。

生きた鰻をさばき、強力な炭火
と秘伝のたれで焼き上げた本格
派の蒲焼を味わってください。

    川魚のよしうめ
　 安曇川町末広 1-14
　 ☎（３２）２３７４

▼今月のプレゼント
うなぎの蒲焼き１尾
　　…２人分

応募作品の中から編集部で

数点を選考し、掲載します。

●広報感想コーナー

●写真・イラストコーナー

▼次回締切

11 月 27日（月）必着
▼掲載月
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【メール】　kikaku@city.takashima.lg.jp

①住所②氏名③連絡先④コーナー名⑤作品またはご意見・ご感想⑥プレゼント抽選参
加の有無を記載してください。

【留意事項】　 ▼ コンテストなどに未発表 ▼ 応募は一人一点 ▼ 投稿物は返却不可 ▼ 添削
有 ▼ 著作権など第三者の権利やプライバシーを侵害していないもの ▼ 市民の方対象

申
し
込
み
先
は

こ
ち
ら

応募作品の中から、編集部で季

節感やユーモアなどを基準に選

考し、20 作品を掲載します。

●みんなで５７５コーナー 素
敵
な
作
品
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

陽
明
園

森
本
　
正
人
（
安
曇
川
）

秋
彼
岸

北
川
　
民
子
（
高
島
）

スマートフォンや携帯電話など

からの応募も大歓迎！また、市

ホームページではカラーで掲載！



23 2017.11 月号

このコーナーは、たかしまへ移住（Ｉ・Ｊ・Ｕターン）された方に、

高島の暮らしで感じることをお伝えいただくコーナーです。

オーナー　安田 藤嗣

古民家ファスティング藤樹の宿

市民協働課（定住推進室）　 （25）8526

　高島の発酵食文化と豊かな自然とびわ湖に魅
せられ、愛知県豊田市から今年４月に移住して
きました。
　移住相談窓口で安曇川町南船木の古民家を紹
介していただき、1 階で発酵薬膳を用いたファ
スティング施設を営んでいます。現在は大阪、
神戸、京都などから来ていただいており、10
月からは 2 階で症状に合わせたハーブティー
と発酵薬膳ランチ、薬草足湯などを体験してい

わたし流、

たかしまのくらし。
ただく施設「びわ湖ヒーリングカフェ　ガリラヤの風」
もオープンしました。
　今後は、地元の方々にも気楽に立ち寄っていただき、
高島の身体にやさしい環境
を再認識して
いただくとと
もに、健康な
身体づくりを
目 指 す 皆 さ ん
の集える場にな
ればと願ってい
ます。

高島の身体にやさしい環境

もに、健康な
身体づくりを
目 指 す 皆 さ ん
の集える場にな
ればと願ってい

11 月上旬になると日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られてきます。
これは、年末調整や確定申告の時に必要となる書類です。必ず大切に保管しておいてください。

何に使う書類か
知っていますか？

○国民年金保険料は、所得税や住民税の申告にお
いて全額が社会保険料控除の対象となります。

○この社会保険料控除を受けるためには、「社会
保険料（国民年金保険料）控除証明書」の添付
が必要です。

保険年金課　　　 （25）8137
　大津年金事務所　 077（521）1789

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は
大切に保管しましょう！

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は
大切に保管しましょう！

※国民年金保険料を納付したタイミングによって
は、証明書の発行が来年２月上旬になる場合が
あります。

※「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
についてのお問い合わせは、控除証明書のはが
きに表示されている番号にお願いします。

年末調整と確定申告って？
《年末調整》…12月
　勤務先などが 12 月の最終支払い日に１年分の税
金を調整します。
《確定申告》…翌年２月～３月頃
　個人が税務署などで１年分の税金を精算・納税
します。
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